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(1)」J♪ ♪ J」 J♪ ♪ J
(2)♪♪ J」 」 ♪ ♪ 」 」 」
(3)」♪ ♪ JJ」♪ ♪ 」 J
(4)JJ」♪ ♪ JJ」♪ ♪
(5)」J♪ ♪ 」 」 ♪ ♪
(6)」♪ ♪ JJ♪♪ 」
(7)♪♪ 」 J♪ ♪ JJ

































拍節型 形態型 1 形態型2 回答例

















































































誹呈重3 8 5 0
形態型1:00●OO●0●00
形態型1,00●00●0●○






























訪韻重1 訪畿亘2 ∋黒是亘3 訪醍亘4 訪覗重5 訪韻亘6 訪硯重7 謗覗亘8
ヲ鏃璽1
訪覗亘2 0.50 0,72 0。98
訪瞭質3 0.53
訪翌亘4 0.53
訪罷亘5 0.68 0,74 0.98 0.68
訪覗亘6 0,50 0.74 0,73 0.50
訪罷亘7 0,72 0.98 0.73 0.72




カ を3連符として記譜する,あるいは形態型と拍節型が混在する「形態型 2」 とこよって, リズム
を表わそうとする傾向にあった。これに対し非音楽専攻学生は,「タタタン」を一つのまとまりとし
て示す,小節線にとらわれないといった「形態型 1」 を多く用いる傾向にあり,課題間でも相関が
























課題3において「形態型 1」 イこ分類されるリズム絵を描いた非音楽専攻学生は, リズム模奏が不正
確になる傾向にある, ということが言えよう。しかし,他の課題においてはリズム模奏とリズム描
画の間に, こうした傾向を認めることはできなかった。
表4 課題別の回答 (音楽専攻学生 。11人//非音楽専攻学生 。13人)
課 鞍 控 非音楽専攻学生
3 2 1 2 1
謗護垣1 0 0 9 1
訪覗買2 0 0 9 2




訪饒買5 0 5 1 7
ヲ縣亘6 0 8 3 2
訪畿亘7 0 5 2 6


























































































うとし,一九 非音楽専攻学生の大半がリズムのまとまりを重視する「形態型 1」 の描画でリズム
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